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WAKON ～和魂～ 
豊高はあなたの未来づくりをサポートします。 

 

12
月
17
日(

土)

、
理
数
科
1
年
生
が
大

会
議
室
に
て
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
は
、
甲
南
大
学
と
連
携
し
て

行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
、
事
前
学
習
、
実

験
・
考
察
、
事
後
学
習
を
経
て
、
今
回
の

発
表
会
を
迎
え
ま
し
た
。
全
て
の
講
座
に

お
い
て
、
甲
南
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
学
部 

准
教
授 

甲
元
一
也
氏
に
指

導
、
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

実
験
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
か
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
工
夫
が
必
要
か
な
ど
、
甲
元
先
生
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
総
ま
と
め
が
で

き
ま
し
た
。 

東
京
大
学
研
修 
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●東京農工大学工学部 

「バナナからDNAをとってみよう」 
「アブラナの葉の解剖し、観察しよう」 
「花粉の発芽を観察しよう」 

「遺伝子研究の基礎技術」 「人工光合成でクリーンな 
       水素エネルギーを造る」 

DNAのメチル化のレベルを、ジン
クフィンガータンパク質を使って解
析する実験を通して、遺伝子工学
について学びました。 

「エネルギー・環境問題の解決」を目指
して研究をすすめておられる先生の指
導で実験に取り組みました。院生の方
の分かり易い指導が、実験内容の深い
理解へつながりました。 

日常にあるものを利用し、実験を行いま
した。抽出、濾過、解剖、顕微鏡の使用
など、実験の基本は集中力と工夫、丁
寧かつ繊細な作業であるということを実
感しました。 

●東北大学大学院生命科学研究科 ●京都大学大学院工学研究科 

サイエンスツアーⅡ 

《 １１月５ ～ ６日 》 《 １２月１０ ～ １１日 》 《 １１月１９ ～ ２０日 》 

１班５名程度に分かれ、興味関心に応じて６大学７研究室で課題研究型授業に
取り組む活動です。今回は11・12月に行われた３研究室を紹介します。 

 

12
月
26
日(

月)

27
日(

火)

の
2
日
間
、
1
年
生
4
名
と

2
年
生
4
名
が
東
京
大
学
お

よ
び
日
本
科
学
未
来
館
を
訪

問
し
ま
し
た
。 

東京大学安田講堂前にて撮影 
尾嶋正治名誉教授と共に 

甲
南
大
学
と
の
連
携 

    

サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ 

 
 

 

研
究
発
表
会 

Ⅰ 

１．色と吸光度  ～ color＆absorbance ～ 
 

２．私たちの染色法 
 

３．ノーポリューション  ～公害をなくすために～ 
 

４．布とアゾ色素  ～染まりやすさに違いはあるのか～ 
 

５．イオン定性分析 
 

６．伝統の技『媒染染め』 

 

今
回
学
ん
だ
こ

と
を
、
次
年
度
か

ら
始
ま
る
「
課
題

研
究 

 

」
に
活
か

し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 
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1
日
目
は
東
京
大
学
の
物
理
学
系
、

応
用
化
学
系
の
研
究
室
を
見
学
し
、
研

究
を
進
め
る
方
々
の
熱
い
思
い
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本

校
の
卒
業
生
で
あ
る
尾
嶋
正
治
名
誉
教

授
に
「
放
射
光
科
学
の
面
白
さ
」
と
題

し
た
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
大
学
の
雰
囲
気
を
体
験
し
、

自
分
た
ち
の
進
路
を
考
え
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

2
日
目
は
、
日
本
科
学
未
来
館
に
お

い
て
最
先
端
の
科
学
技
術
を
体
験
し
ま

し
た
。
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
模

型
や
素
粒
子
な
ど
、
1
日
目
の
東
大
研

修
で
学
ん
だ
内
容
に
関
連
し
た
も
の
も

展
示
さ
れ
て
お
り
、
一
層
興
味
を
か
き

た
て
ら
れ
ま
し
た
。
様
々
な
も
の
に
触

れ
、
自
分
達
の
視
野
を
広
げ
る
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 


